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腸管出血性大腸菌感染症の現状問題―わが国でのユッケによる 

O111 食中毒とドイツでの O104 大規模集団感染から― 
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通
常
の
牛
生
レ
バ
ー
、
ユ
ッ
ケ
は
実
は
加
熱 

用
で
あ
っ
た
こ
と
、
生
レ
バ
ー
中
の
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
は
ト
リ

ミ
ン
グ
で
除
去
不
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
驚
く
べ
き
事
実
を
丁

寧
に
ご
解
説
頂
き
ま
し
た
。
牛
に
お
い
て
は
食
の
安
全
へ
の
法
規

制
が
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
改
正
に
向
け
て
精
力
的
に
行
動
す

る
藤
井
先
生
に
情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。 

祖
父
、
父
親
が
獣
医
で
あ
っ
た
関
係
で
今
回
の
話
を
大
変
興

味
深
く
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
資
料
を
提
示
し

て
い
た
だ
き
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
の
予
防
や
生
肉
の
危
険

性
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
を
見
て
、
学
ぶ
こ
と
が
多

か
っ
た
で
す
。 

 
 

食
事
に
よ
る
経
口
感
染
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
大
変
課
題
が

多
い
と
感
じ
た
。
ま
ず
は
一
般
市
民
と
業
界
団
体
へ
の
啓
発
が

必
須
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
条
例
の
み
な
ら
ず
、
消
費
者
庁
・

厚
労
省
で
の
強
制
力
の
あ
る
管
理
が
必
要
だ
が
、
文
化
と
し
て

根
付
い
た
も
の
を
変
え
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
難
し
く
、
時
間
を

か
け
た
啓
発
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
根
拠
に
基
づ
い
た

腸
管
出
血
性
大
腸
炎
の
治
療
方
法
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
と
流

布
で
、
発
症
し
た
方
の
死
亡
を
防
ぐ
こ
と
は
急
務
の
は
ず
。 

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
法
案
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

出
せ
る
こ
と
な
ど
我
々
が
で
き
る
行
政 

と
の
関
わ
り
が
示
さ
れ
た
こ
と
も
刺
激 

に
な
っ
た
。
「生
肉
は
絶
対
だ
め
！
」
と
い 

う
明
解
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
一
環
さ
れ
て 

お
り
、
な
ぜ
だ
め
な
の
か
と
い
う
こ
と
が 

具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
っ
た
流
れ
は
一 

般
市
民
の
方
に
も
理
解
し
や
す
い
の
で 

は
な
い
か
と
思
う
。1

時
間
は
短
か
っ
た
。 

ま
た
是
非
聴
き
た
い
。 

 

今年 4 月にユッケによる腸管出血性大腸菌 O111 の食中毒事件

が起こりました。今回の事件まではあまり耳にしたことがなかっ

た O111 ですが、先生は 3 年も前から注目されていたと聞き、わ

れわれ医療従事者はもちろんのこと、飲食店・食品加工の責任者

も、食中毒に関連する微生物についてもっと情報収集して頂きた

いと思います。本セミナーではユッケ以外にも、生レバーの危険

性も強調されました。飲食店で提供されるレバ刺しのほとんどが

生食用でないことは驚きであり、店で出されるものであっても盲

目的に信用して食べるのは危険であると感じました。 

集団食中毒が起こるたびにニュースで様々な情報が出回りま

すが、本セミナーでは、成人女性が溶血性尿毒症症候群となって

重症化しやすい、海外では抗生剤を使わない、アジアのある地域

では衛生環境がそれほどよくないため無毒 O157 に対する抗体の

保有率が高いなど、多くの新しい知識を得ることができ、興味深

く今後に生かせる講演を聞くことができました。     

       村上 徹 （細胞組織学分野・大学院生） 

                     


